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研究成果の概要（和文）：　当科研プロジェクトの総括として、2016年6月11日から12日にかけて、専修大学に
てシンポジウム「ユダヤ人と自治――中東欧・ロシアにおけるディアスポラ共同体の興亡」を開催した。報告者
は8名の科研メンバーに加えて研究協力者3名（うち1名は海外からのゲスト）。二日間約60名ほどの参加者があ
った。
　同シンポジウム終了後、各報告に議論を踏まえた修正と加筆を加え、論文集にまとめた。論文集は『ユダヤ人
と自治――中東欧・ロシアにおけるディアスポラ共同体の興亡』というタイトルで、2017年3月に岩波書店より
刊行された。執筆者は10名、4部から成る全11章構成（総ページ数は342ページ）。

研究成果の概要（英文）： On 11th and 12th of June 2016, we held symposium entitled "Jews and 
Autonomy: Rise and Fall of Diaspora Community in Central and Eastern Europe and Russia." After the 
symposium, we published collection of articles "Jews and Autonomy: Rise and Fall of Diaspora 
Community in Central and Eastern Europe and Russia" from Iwanami publishing company in March 2017. 

研究分野： ユダヤ文化研究
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１．研究開始当初の背景 
 
申請者は、ディアスポラ現象の比較研究も

視野に入れつつ（『ディアスポラから世界を
読む』2009 年）、近現代のユダヤ人社会にお
ける宗教伝統と政治運動との関係について
の研究を進めてきた。具体的には、ユダヤ教
超正統派とシオニズム運動との間で展開さ
れてきた「真正な」ユダヤ人アイデンティテ
ィをめぐる「文化闘争」(Kulturkampf)の変
遷を辿りながら、前近代的な宗教規範と近代
的な国民意識との間の弁証法的な緊張関係
を跡づけてきた（『シオニズムの解剖』2012
年）。 
その途上で着目したのは、西欧近代で発達

した政教分離や自由主義の原理に対するユ
ダヤ社会の両義的な反応である。すなわち、
超正統派はそこに自治の剥奪の契機を見て
抵抗したのに対し、ユダヤ人の多くはこれを
むしろ歓迎し、シオニストらはこの原理の徹
底化を通してユダヤ社会の新たな自律性の
創出を試みたという、近代以降のユダヤ社会
に見られる矛盾した傾向である。 
共同体的自治の固執・喪失・再創出という

この複合的プロセスの同時的把握は、近現代
ユダヤ社会を包括的に理解する上で不可欠
であるとともに、ディアスポラ全般の問題の
理解にも示唆を与えるものと考え、自治とい
う視角からユダヤ社会を再考する共同研究
体制の構築に思い至った。 
 
 
２．研究の目的 
 
本研究の目的は、ユダヤ人の問題を、共同

体の自治(Autonomy)という観点から捉え直
し、近代国民国家への包摂と排除のモデルで
は捉え切れない、ユダヤ社会の自律性の諸相
を明らかにすることである。故国喪失からイ
スラエル建国まで、ユダヤ社会は政治的機能
をもたず、専ら宗教的共同体であり続けたと
いう通説に抗し、ユダヤ人共同体が領土的独
立(independence)なしに保ち続けてきた一
定の社会・政治的自律性、すなわち自治の次
元を描きだし、その原理を解明する。 
ユダヤ文化に内在的な観点に立てば、そも

そも宗教と政治や世俗の区別は存在しない。
西洋思想に特有の政教分離のバイアスに留
意しつつ、より実態に即したユダヤ人共同体
像の提示を通して、マイノリティやディアス
ポラをめぐる問題を再考するための新しい
比較の枠組みを提起する。 
 
 
３．研究の方法 
 
 研究対象の時代と地域を限定してもなお、
対象となる言語や地域の多様性は著しく、研
究に求められる観点もまた多様性である。そ
こで、本研究で取り扱う問題系を一定の連関

に収めるため、①宗教的自治、②法的自治、
③社会・経済的自治、④文化・政治的自治と
いうサブ・グループを設け、それぞれの領域
に関心の近い研究者を配置したうえで研究
全体を推進してゆく。 
この分業体制の下、各グループに関する研究
会を年に４回ほど開催し、ユダヤ自治に関す
る知識や見解の共有を図る。研究会は可能な
限りオープンなものとし、本研究グループ外
のユダヤ研究者だけでなく、自治問題に詳し
い研究者も随時招くなど、学際性を高める工
夫をする。 
研究成果は、1)論集の公刊、2)海外学会に

おけるセッション(ワークショップ)の開催、
3)海外研究者を招聘してのシンポジウム等
の機会を通じて発表する予定である。 
 
 
４．研究成果 
 
 当科研プロジェクトの総括として、2016 年
6 月 11 日から 12 日にかけて、専修大学にて
シンポジウム「ユダヤ人と自治――中東欧・
ロシアにおけるディアスポラ共同体の興亡」
を開催した。報告者は 8名の科研メンバーに
加えて研究協力者 3名（うち 1名は海外から
のゲスト）。二日間約 60 名ほどの参加者があ
った。 
 同シンポジウム終了後、各報告に議論を踏
まえた修正と加筆を加え、論文集にまとめた。
論文集は『ユダヤ人と自治――中東欧・ロシ
アにおけるディアスポラ共同体の興亡』とい
うタイトルで、2017 年 3月に岩波書店より刊
行された。執筆者は 10 名、4 部から成る全
11 章構成（総ページ数は 342 ページ）。 
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